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匹。
２０１

被災者を支援するため盛岡市に向けて出発する
岡山大病院の医師ら　　　　　，

救
援
・

Ａ
Ｍ
Ｄ
Ａ
や

岡
山
大
な
ど

　
被
災
直
後
か
ら
現
地
入

り
し
た
国
際
医
療
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
・
Ａ
Ｍ
Ｄ
Ａ
は
1
6

日
ま
で
に
菅
波
茂
代
表
ら

医
師
や
看
護
師
な
ど
延
べ

2
1
入
を
仙
台
市
な
ど
に
順

次
派
遣
。
現
在
、
７
入
が

仙
台
市
と
岩
手
県
釜
石
市

の
避
難
所
を
巡
り
、
被
災

者
の
診
療
な
ど
に
奮
闘
し

て
い
る
。
日
本
赤
十
字
社

県
支
部
は
福
島
、
岩
手
県

Sム
／□

医
師
ら
順
次
派
遣

に
医
師
、
看
護
師
ら
1
5
人

を
派
遣
。
岩
手
県
の
避
難

所
で
救
護
活
動
を
行
っ
て

い
る
。

　
干
葉
喬
三
学
長
を
ト
ッ

プ
に
災
害
支
援
対
策
本

部
を
設
置
し
て
い
た
岡

山
犬
は
岩
手
県
の
要
請

で
医
療
班
の
派
遣
を
決

め
1
6
日
、
２
人
が
岩
手

医
科
犬
付
属
病
院
（
盛
岡

市
）
へ
救
急
車
で
出
発
し

た
。

　
第
士
班
は
岡
山
犬
病
院

の
救
急
医
と
看
護
師
で

　
「
時
間
経
過
で
変
化
す
る

ニ
ー
ズ
を
把
握
し
、
継
続

的
な
支
援
を
」
　
（
氏
家
良

人
・
岡
山
犬
病
院
救
急
科

教
授
）
と
し
、
2
2
目
ま
で

に
３
班
計
７
人
を
派
遣
す

る
。
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
・
岡
山

医
師
研
修
支
援
機
構
も
岡

山
犬
に
協
力
、
現
地
へ
赴

く
医
師
を
募
集
し
て
い

る
。
　
被
災
者
の
心
の
ケ
ア
も

開
始
さ
れ
た
。
県
は
1
6
日
、

県
精
神
科
医
療
セ
ン
タ

ー
（
岡
山
市
北
区
鹿
田
本

町
）
の
医
師
、
精
神
保
健

福
祉
士
、
看
護
師
ら
８

人
で
編
成
す
る
チ
ー
ム

を
宮
城
県
登
米
市
へ
派

遣
。
期
間
は
１
週
間
程
度

で
、
交
代
し
な
が
ら
避
難

●

加

へ
奔
走

住
民
の
診
療
や
相
談
な
ど

に
2
4
時
間
態
勢
で
当
た

る
。

　
来
往
由
樹
・
同
セ
ン
タ

ー
医
療
部
長
は
「
派
遣
地

域
に
は
１
万
人
以
上
が
避

難
し
、
小
中
学
生
が
１
５

０
人
い
る
と
聞
く
。
親
や

愛
す
る
人
と
生
き
別
れ
、

孤
独
に
違
い
な
い
。
人
々

の
心
を
受
け
止
め
た
い
」

と
決
意
を
述
べ
た
。

　
支
援
の
輪
は
、
ま
だ
ま

だ
拡
大
し
そ
う
だ
。
岡
山

市
は
2
1
日
か
ら
保
健
師
を

仙
台
市
へ
。
４
月
末
ま
で
、

１
週
間
交
代
で
２
人
程
度

が
避
難
所
に
詰
め
、
牡
1
6

人
が
健
康
相
談
に
乗
る
。

県
医
師
会
も
現
地
か
ら
帰

岡
し
た
井
戸
俊
夫
会
長
の

指
示
で
第
２
陣
を
計
画
。

県
看
護
協
会
も
研
修
を
受

け
た
「
災
害
支
援
ナ
ー
ス
」

を
中
心
に
チ
ー
ム
を
繩
成

中
で
、
樫
原
美
恵
子
常
務

理
事
は
「
被
災
者
は
も
ち

ろ
ん
、
被
災
し
な
が
ら
も

頑
張
る
現
地
の
看
護
師
を

サ
ポ
ー
ト
し
た
い
」
と
い

う
。
　
県
薬
剤
師
会
も
派
遣
要

請
に
即
座
に
対
応
で
き
る

よ
う
に
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
希

望
者
を
確
認
中
。
遺
体
の

身
元
確
認
を
行
う
た
め
、

日
本
歯
科
医
師
会
か
ら
派

遣
要
請
が
あ
っ
た
県
歯
科

医
師
会
も
協
力
者
を
募
っ

て
い
る
。

　
県
の
災
害
派
遣
医
療
チ

ー
ム
Ｄ
Ｍ
Ａ
Ｔ
（
デ
ィ
ー

マ
ッ
ト
）
５
チ
ー
ム
計
2
7

人
は
岩
手
県
な
ど
で
活
勤

し
、
1
5
目
ま
で
に
帰
岡
し

た
。
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